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１．はじめに

　地域銀行では、人口動態の変化に伴う金融サー

ビス需要の減少や、長期化する低金利環境の下で、

近年、基礎的な収益力の低下が続いている。現時

点では、地域銀行は全体として充実した資本基盤

を備えているものの、こうした基礎的な収益力の

低下が今後も続いていけば、自己資本の水準に低

下圧力がかかっていく。したがって、地域銀行で

は、基礎的収益力の向上に向けた取組みを進める

とともに、株主還元の在り方など、望ましい収益

配分についても、検討を進めていくことが重要で

ある。

　こうした中、地域銀行の収益力や収益配分の在

　本稿では、2010 ～ 16年度の上場地域銀行を対象に、近年の外国機関投資家の株主としてのプレゼンス拡大
が銀行経営に及ぼす影響について、収益力と株主還元策という二つの観点から分析する。分析結果によると、収
益力に対しては、これまでのところ明確な影響を及ぼしていることが確認できない。一方、株主還元策に対して
は、配当支払と自己株買いの積極化を促す方向に作用している可能性がある。なお、本稿は本文と補論で構成さ
れており、詳細を補論で述べている部分については本文中に注が付されている。
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